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第26号科学衛星（ASTRO-H）プロジェクトの事前評価実施要領 

（案） 

 

平成20年7月25日 

推進部会 

 

1． 趣旨 
 日本の X 線天文学は、世界でもトップレベルを誇っており、「はく

ちょう」に始まり、「てんま」、「ぎんが」、「あすか」、そして「すざく」と

続くX線天文衛星の実績がある。 

 第 26号科学衛星（ASTRO-H）プロジェクト（以下、「ASTRO-Hプ

ロジェクト」という）は、それらの経験を生かし、地上では観測が不

可能なX線を衛星軌道上から観測するプロジェクトである。 

 ASTRO-H プロジェクトについて、独立行政法人宇宙航空研究開

発機構（JAXA）において、今般「開発研究」への移行の準備が整っ

たため、「宇宙開発に関するプロジェクトの評価指針」（平成19年4

月23日 宇宙開発委員会推進部会）に基づき、宇宙開発委員会と

して事前評価を行う。 

 

2． 評価の目的 
 JAXAが実施するASTRO-Hプロジェクトを効果的かつ効率的に

推進するため、「開発研究」への移行の妥当性を判断し、助言する

ことを目的とする。 

 

3． 評価の対象 
 ASTRO-Hプロジェクトを評価の対象とする。 

 

4． 評価項目 
 今回の評価は「開発研究」への移行のための評価であるため、以

下の項目のうち、企画立案フェーズの早い時期に評価することが

望ましい（1）から（3）について評価を行う。（4）については、「開発」

への移行の要望があった時点で評価するものであるが、今回は、

「開発研究」への移行に当たり検討の進捗状況を確認し、必要に応

じ助言することとする。 

（1） プロジェクトの目的（プロジェクトの意義の確認）・目標・開発方

針 

（2） システム選定及び基本設計要求 

（3） 開発計画 

（4） その他 

・ システム選定及び基本設計要求 

・ 開発計画（資金計画、スケジュール、実施体制、設備の整備計

画等） 

・ リスク管理 

 評価票は別紙1のとおりとし、構成員は、JAXAからの説明を踏ま

え、評価票へ記入を行う。 

 

5． 事前評価の進め方 
時期 部会 内  容 

7月25日 第8回 ASTRO-Hプロジェクトについて 

8月7日 第9回 ASTRO-Hプロジェクトについて 

8月26日 第10回 事前評価結果について 

 なお、第8回推進部会におけるJAXAからの説明に対し、別途質

問票による質疑を受けるものとし、第 9 回推進部会において、回



答・審議を行う。評価票への記入はその質疑応答を踏まえて実施

することとする 

 

6． 関連文書 
 ASTRO-H プロジェクトの評価に当たっての関連文書は、別紙 2

のとおりである。 

（別紙1） 

 

第26号科学衛星（ASTRO-H）プロジェクト 評価票 

 

 

構成員名：        

 

 

1． プロジェクトの目的（プロジェクトの意義の確認） 
 ASTRO-H プロジェクトの目的が、「我が国における宇宙開発利

用の基本戦略」（総合科学技術会議）及び「宇宙開発に関する長期

的な計画」（以下、「長期計画」という｡）において規定されている我

が国における宇宙開発利用全体の意義、目標及び方針等を踏ま

え、長期計画のプログラムに規定されているところに照らし、的確

に詳細化、具体化されているかについて評価して下さい。 

 

    □妥当   □概ね妥当   □疑問がある 

 

2． プロジェクトの目標 
 ⅰ）ASTRO-H プロジェクトにおいて設定された目標が具体的に

（何を、何時までに、可能な限り数値目標を付してどの程度まで）明

確となっているか、ⅱ）設定された目標が、設定された目的に照ら

し的確であるか、ⅲ）その目標に対する成功基準が的確であるか、

（上記の評価根拠等コメントを記入下さい｡） 

 

 



について評価して下さい。 

 目標が複数設定される場合にはそれらの優先順位及びウェイト

の配分が的確であるかを評価して下さい。 

 

    □妥当   □概ね妥当   □疑問がある 

 

3． 開発方針 
 ASTRO-H プロジェクトの開発活動全体を律する基本的な考え方、

ないし方針が設定された目標の達成に対し的確であるかを評価し

て下さい。 

 評価に当たっては、「衛星の信頼性を向上するための今後の対

策について」で示された考え方を考慮して下さい。 

 

    □妥当   □概ね妥当   □疑問がある 

 

4． その他 
 以下の項目については、「開発」移行段階で評価するものですが、

「開発研究」移行段階の状況を確認し、「開発研究」に向け配慮す

べき事項、助言等があれば記載願います。 

（1） システム選定及び基本設計要求 

 システム（衛星を実現する技術的な方式）の選定及び基本設

計要求（基本設計を固めるに当たっての骨格的な諸条件）の評

価の際には、以下の点に着目することとしています。 

i） 関係する技術の成熟度の分析 

ii） コストも含めた複数のオプションの比較検討 

iii） システムレベル及びサブシステムレベルにおける、新規自
主開発、既存技術の活用（外国調達に関しては、信頼性確保

の方法含む）の適用方針 

 上記においては、国内技術のみでなく、海外技術も検討の対

象に含みます。 

（2） 開発計画（資金計画、スケジュール、実施体制、設備の整備

計画等） 

（3） リスク管理 

 主要な技術課題、プロジェクト、プログラムの観点におけるリス

ク管理の考え方 

 

（上記の評価根拠等コメントを記入下さい｡） 

 

 

（上記の評価根拠等コメントを記入下さい｡） 

 

 

（上記に関する助言等を記入下さい｡） 

（1） システム選定及び基本設計要求 

 

（2） 開発計画（資金計画、スケジュール、実施体制、設備の整

備計画等） 

 

（3） リスク管理 

 



（別紙２） 

第26号科学衛星（ASTRO-H）の評価に当たっての関連文書（抜粋） 

 

 

●我が国における宇宙開発利用の基本戦略 

  （平成１６年９月９日 総合科学技術会議） 

 

2． 宇宙開発利用の意義、目標及び方針 
（1） 意義 

③ 地球・人類の持続的発展と国の衿持への貢献 

 宇宙開発利用は、長期的視点から地球システムの持続的発展

を目指すため、地球環境の現状と人類活動の及ぼす影響を全

地球的規模で把握するために、もっとも有効な手段である。また、

フロンティアとしての宇宙への挑戦を続けることは、国民に夢と

希望を与えるとともに、国際社会における我が国の品格と地位を

高めることにも大きく貢献する。 

（2） 目標 

③ 知の創造と人類の持続的発展 

 多くの人々に夢や希望を与えるべく、未知のフロンティアとして

の宇宙に挑む。宇宙空間を探査し、利用することにより、宇宙の

起源、地球の諸現象などに関する根源的な知識・知見を獲得す

る。さらに、地球の有限性が語られるようになった今日、宇宙から

の視点を活用して、人類の活動と地球環境との共生を目ざすと

ともに、更なる飛躍を求めて、宇宙における人類活動の場を拡

大する。 

（3） 方針 

 我が国の国際的地位、存立基盤を確保するため、諸外国にお

ける宇宙開発利用の状況を踏まえつつ、我が国は人工衛星と宇

宙輸送システムを必要な時に、独自に宇宙空間に打ち上げる能

力を将来にわたって維持することを、我が国の宇宙開発利用の基

本方針とする。 

 そのため、技術の維持・開発においては、信頼性の確保を最重

視する。また、重要技術の自律性を高めるため、適切な選択と重

点化を行った上で、ソフト面も含めた基盤的技術を強化するととも

に、技術開発能力を維持する。 

 なお、研究開発目標の設定や研究開発計画の策定に関しては、

利用者の要求を十分に反映することが可能となる仕組みを構築

する。 

 

4． 分野別推進戦略 
（3） 宇宙科学研究 

 宇宙科学研究は、真理の追究、知の創造に寄与し、多くの人に

夢、誇り及び活力を与えるものであり、宇宙開発利用の柱の一つ

である。 

 我が国の独自性を重視した研究開発を推進し、国際的水準の

活動を持続する。我が国として独自性を発揮できる、太陽系探査

や天文観測などの分野を中心に、資源を集中する。また、国際協

力の重要性に配慮した上で､我が国の独自性を発揮できる戦略を

とる。 

 欧米などの当該分野の取組みに対しては、その状況を十分踏ま

えた上で、競争、連携あるいは補完の形をとる。対象分野の選択

に当たっては、関連コミュニティの合意と適切な外部評価（他分野

の関係者も含める）の下に、透明性を持って実施する。 

（4）  

（5）  



（6） 長期的視野に立つ研究開発の方向性 

③ 宇宙科学研究の目指すべき方向 

 我が国の独自性を打ち出せる、特色ある太陽系探査や天文観

測などを推進する。その際には、宇宙物理学や惑星物理学など

の基礎科学研究の目指すべき長期的方向性を十分に勘案しつ

つ、我が国における宇宙科学研究として、知の創造に貢献でき

る分野に焦点を合わせる必要がある。 

 

 

●宇宙開発に関する長期的な計画 

  （平成20年2月22日 総務大臣、文部科学大臣） 

 

1． 我が国の宇宙開発に関する基本的な考え方 
（1） 我が国の宇宙開発の目的 

 宇宙開発利用を取り巻く国内外の情勢を踏まえ、中長期的な展

望に基づく我が国の宇宙政策を策定するに当たり、これまでの我

が国の宇宙政策との整合にも配慮しつつ、我が国が宇宙開発を

進める目的と意義を以下のとおり位置付け、我が国の宇宙開発の

よって立つべき柱とする。 

 

○ 我が国は以下の目的の下に宇宙開発を行うものとする。 

 ① 国及び国民の安全と安心の確保 

 ② 宇宙空間を活用した社会基盤の整備・拡充 

 ③ 未知のフロンティアたる宇宙への挑戦 

 

   （中略） 

 「未知のフロンティアたる宇宙への挑戦」の下では、先進的な宇

宙科学ミッションや魅力的かつ先駆的な宇宙探査等のミッションに

挑戦し、人類全体の知的欲求に応えるとともに、我が国の宇宙開発

活動を支える技術へ成長する可能性を秘めた革新的・萌芽的な技

術の創出を目指す。 

 

 また、これらの目的に応じた便益や成果を目指すことは、以下の

ような国として希求する意義に大きく寄与する。 

ア）人類の知的資産の拡大・深化 

 宇宙科学は、人類の知的資産形成に極めて重要な分野である。

このため、宇宙科学への積極的な取組は、我が国が人類の知的

資産の蓄積に積極的に寄与するという意志を国民と国際社会に

明示することとなる。また、宇宙科学研究の推進や宇宙開発の成

果に端を発する技術革新の促進は、我が国における知的活動を

活性化することにつながるものである。 

 

2． 宇宙開発利用の戦略的推進 
（1）  

（2） 宇宙科学研究の推進 

 宇宙科学研究は、「宇宙がどのように成立し、どのような法則に

よって支配されているのか」を知るための高度な知的活動である

とともに、宇宙開発に新しい芽をもたらす可能性を秘めた革新的・

萌芽的な技術の源泉であり、宇宙開発利用の基盤を支えるものと

して､我が国の宇宙開発利用の持続的発展のために不可欠なも

のである｡また、我が国は、これまでにＸ線天文学や太陽・地球磁

気圏観測などにおいて、高い創造性・先導性を有する世界第一

線級の成果を上げてきている。 

 このため、以下の方針により、宇宙科学研究を推進することとす

る。 



○ 長期的な展望に基づき、我が国の特長を活かした独創的かつ

先端的な宇宙科学研究を推進する。 

 

 国内外の関係する研究者グループとの密接な連携の下、研究

者の自由な発想に基づく研究計画からビア・レビューを通じて精

選し、我が国の特長を活かして、科学衛星の打上げ・運用や理

学的・工学的研究など独創的かつ先端的な宇宙科学研究を継

続的に実施し、世界最高水準の成果の創出を目指す。 

 今後重点を置く研究分野は、世界において広く認められる重

要な科学目標を有していること、目標及び実現手段における高

い独創性と技術及び予算の観点から高い実現可能性を有して

いること、我が国の独自性と特徴が明確であること、並びに我が

国が既に世界第一級にある分野をのばすとともに、これからを担

う新しい学問分野を開拓することにも留意することの観点から、

以下のとおりとし、ミッションに即した多様な規模の計画を展開す

る。 

 

ア）宇宙空間からの宇宙物理学及び天文学 

 地上で実施できない観測を宇宙から行うことにより、宇宙の

大規模構造から惑星系に至る宇宙の構造と成り立ちを解明す

るとともに、暗黒物質・暗黒エネルギーを探求し、宇宙の極限

状態と非熱的エネルギー宇宙を探る。 

 

 

 

 

 

●宇宙科学研究の推進について（報告） 

 （平成18年12月21日 宇宙開発委員会計画部会 

 宇宙科学ワーキンググループ） 

 

第2章 宇宙科学研究における長期的な展望 

3 今後のプロジェクト研究の重点分野について 

（2） 各重点分野のプロジェクト研究の目標 

① 宇宙空間からの宇宙物理学及び天文学 

1） 宇宙の大規模構造とその成り立ちを解明し、暗黒物質・

暗黒エネルギーを探る。 

ア． 長期的な目標 

 我が国が優位性を持つ赤外線、X 線、ガンマ線及び電

波を用いた宇宙観測により、宇宙の大規模構造の姿を捉

え､基本的物質であるバリオンや様々なエネルギーの宇宙

における存在形態を探ることにより、宇宙の基本構造を解

明する。宇宙の初期揺らぎから現在の宇宙の大規模構造

に至るまでの過程を解明し、暗黒物質の果たす役割、暗

黒エネルギーと宇宙の状態及び進化との関係を探る。 

イ． 今後5年程度の目標 

 赤外線天文衛星「あかり」による全天サーベイにより宇宙

地図を作成し、銀河進化の解明に資する。X 線天文衛星

「すざく」による銀河団等の観測研究を発展させるとともに、

大気球や小型衛星等による萌芽的なミッションの開拓を行

う。 

ウ． 20年先を視野に入れた今後10年程度の目標 

 軟 X 線精密撮像分光観測による熱的な宇宙の詳細観測

を実現する。銀河の誕生過程及び銀河団の進化を解明す



るために､高解像度赤外線観測衛星及び大型X線望遠鏡

衛星等の大型国際ミッションを推進する。銀河構造を解明

することを目的とした高精度位置天文観測衛星の実現に

必要な技術開発を行う。 

2）  

3） 宇宙の極限状態と非熱的エネルギー宇宙を探る。 

ア． 長期的な目標 

 X 線・ガンマ線を用いた宇宙観測により、ブラックホール

等における宇宙の極限状態及び非熱的エネルギー宇宙

を探る。スペース VLBI（超長基線干渉）技術を用いた宇宙

電波観測により、宇宙の極限領域における現象を解明す

る。宇宙空間から到達する宇宙線及び重力波等の新たな

観測手段を開拓する。 

イ． 今後5年程度の目標 

 X 線天文衛星「すざく」によるブラックホール等の観測研

究を発展させる。次期X線国際天文衛星及び大型X線望

遠鏡衛星の研究開発、スペースVLBI衛星（ASTRO-G）の

開発及び運用を行うとともに、大気球や小型衛星を用いた

新世代宇宙観測技術の研究を推進する。国際ガンマ線ミ

ッション等の国際協力に積極的に貢献する。また､国際宇

宙ステーション「きぼう」に搭載する全天 X 線監視装置

（MAXI）によりブラックホールの長期連続観測を行うととも

に宇宙線分野を含む第2期計画を推進する。 

ウ． 20年先を視野に入れた今後１０年程度の目標 

 ASTRO-G によりブラックホール等の宇宙の極限状態を

解明する。次期X線国際天文衛星等による硬X線・ガンマ

線の高精度撮像観測・偏光観測を実現する。 

 

●衛星の信頼性を向上するための今後の対策について 

  （平成17年3月18日 宇宙開発委員会 推進部会） 

 

3． 調査審議の結果 
（1） JAXAの衛星開発に関する基本的な考え方 

i） 目的を明確に区別した衛星開発の徹底 
・ 今後の衛星開発においては、実利用の技術実証を主目

的とするものと、技術開発自体や科学を目的とするものを峻

別して、その衛星の開発計画を企画立案する。 

ii） 目的に応じた衛星の開発 
②） 技術開発や科学を目的とした衛星の開発 

・ 科学衛星については､世界初を目指す挑戦的な取組み

に合った､衛星の開発を行う。 

・ 技術開発や科学を目的とした衛星の開発においても、信

頼性の確保に十分配慮する必要があり、これらの衛星のバ

スの開発についても、その目的を達成するために必要な技

術開発を行う部分以外は、既存技術をできる限り活用すると

ともに、新規技術を採用する際には、地上試験や解析等に

よって信頼性を確保する。 

iii） 開発期間の短縮 
・ 先ず、予備設計の前（研究の段階）に十分な資源を投入

するとともに、計画の企画立案時には、プロジェクトの目標を

明確にした適切な開発計画を立て、プロジェクト全体の技術

的な実現可能性についての検討及び審査を徹底的に行うこ

とが必要である。予備設計を開始する時点では、既に重要

な開発要素は概ね完了し、その他の要素についてもその後

の開発研究及び開発の段階で解決すべき課題とその解決



方法が見通せていることが必要である。 

・ 今後の衛星の開発期間（予備設計が開始され、開発が終

了するまでの期間）を、計画段階において 5 年程度以内を

目途とし、その実現を図っていく。ただし、信頼性を一層向

上する等の観点から、真に止むを得ない場合にあっては、

宇宙開発委員会における計画の事前評価の段階でその必

要性を十分に吟味の上、この期間を超えることもあり得る。 

 

●独立行政法人宇宙航空研究開発機構が達成すべき業務運営に関

する目標（中期目標） 

  （平成20年4月1日 総務大臣、文部科学大臣） 

II． 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関
する事項 

2． 宇宙科学研究 

 人類の知的資産及び我が国の宇宙開発利用に新しい芽をも

たらす可能性を秘めた革新的・萌芽的な技術の形成を目的とし、

宇宙空間からの宇宙物理学及び天文学、太陽系探査、宇宙環

境利用並びに工学の分野において、長期的な展望に基づき、

我が国の特長を活かした独創的かつ先端的な宇宙科学研究を

推進し、世界的な研究成果をあげる。 

（1） 大学共同利用システムを基本とした学術研究 

 宇宙科学研究における世界的な拠点として、研究者の自主

性の尊重、新たな重要学問分野の開拓等の学術研究の特性

にかんがみつつ、大学共同利用システム※を基本として、 

                                   
※ 大学共同利用機関法人における運営の在り方を参考にし、大学・

研究所等の研究者の参画を広く求め、関係研究者の総意の下にプロ

ジェクト等を進めるシステム 

 宇宙の大規模構造から惑星系に至る宇宙の構造と成り

立ちを解明するとともに、暗黒物質・暗黒エネルギーを探求

し、宇宙の極限状態と非熱的エネルギー宇宙を探る宇宙空

間からの宇宙物理学及び天文学、 

 太陽系諸天体の構造、起源と進化、惑星環境の変遷、こ

れらを通じた宇宙の共通な物理プロセス等を探るとともに、

太陽系惑星における生命発生、存続の可能性及びその条

件を解明する太陽系探査、 

 生命科学分野における生命現象の普遍的な原理の解明、

物質科学及び凝縮系科学分野における重力に起因する現

象の解明等を目指す宇宙環境利用、 

 宇宙開発利用に新しい芽をもたらし、自在な科学観測・

探査活動を可能とするための工学 

 の各分野に重点を置いて研究を実施し、人類の英知を深

めるに資する世界的な研究成果を学術論文や学会発表等の

場を通じて提供する。 

（2） 宇宙科学研究プロジェクト 

 大学共同利用システム等を通じて国内外の研究者と連携し、

学問的な展望に基づいて科学衛星、国際宇宙ステーション

（ISS）搭載装置及び小型飛翔体等を研究開発・運用することに

より、（１）に掲げた宇宙空間からの宇宙物理学及び天文学､太

陽系探査、宇宙環境利用並びに工学の各分野に重点を置き

つつ、大学共同利用システムによって選定されたプロジェクト

を通じて、我が国の独自性と特徴を活かした世界一級の研究

成果の創出及びこれからを担う新しい学問分野の開拓に貢献

するデータを創出・提供する。その際、宇宙探査プロジェクトの

機会も有効に活用する。 


